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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 の目的 は、視覚情報処理 にお ける情報統合 と情報選択 について理論的考察 と実験的検
討 を加 えるこ とにある。特 に本論文では視覚的注意 と両眼視機構 にみ られ る情報統合 と情報選
択 に着 目す る。本論 の構成 は次 のとお りで ある。 まず、視覚的注意 に情報選択 と情報統合 の機
能が見 出され た歴史的理論的背景 を確認 し、視覚的注意 に関す る心理学(1章)と 神経生理学
(2章)の 知 見 を概説す る。次 に、 両眼立体視 を両眼情報 の統 合(3章)、 視野 闘争を両眼情
報 の選択(4章)と 捉 え、両眼視機構 に関す る研究 を整理す る。そ して、二つ の情報処理機能
の相互作用 を示す現象 として、視覚的注意が視野闘争 に影響す る ことを見 出した著者 の研究 を
取 り上げ る(5章)。 最後 に、以 上の先行 知見 と著 者の研 究 をふ まえて、視覚的注意 と両眼視
機構 にお ける情報統合 と情報選択 につ いて総括する(6章)。
第1章 注意 による統合 と選択 一注意の機能 と心理モデル ー
第1章 で は視覚的注意 に関す る心理学的研 究 に焦点 をあて、注意が どのよ うな視覚属性 にも
とつ いて働 き、知覚処理 にどのよ うに影響す るのか という点 につ いて展望 した。
注意の働 きを確認す ることがで きる実験パ ラダイムは、損失利得分析法 と視覚探索課題が よ
く知 られて いる。損失利得分析法は、 目標刺激 に先行 して提示 され る手がか り刺激 の効果 を利
用 して注意 による情報選択 を顕在化す る。 この とき 引き起 こされ る注意は、空間 を媒介 として
作用するので空間的注意 と呼ばれる。一方、視覚 探索課題は複数 の妨害刺激の 中か ら目標刺激
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を見つけ出す 課題 である。 目標刺激が複数 の視覚属性(色 や形)の 組み合わせ か ら定義 され る
ときは、個 々の刺激要 素をつぶ さに調べ 上げ なければな らな い。刺激要素が もっ複数 の視覚属
性 を結びつけるのに注意 を必要 とす るため、 こう した注意の働き に着 目した理論 では、注意 の
機能は特徴 の結びつけ、つ ま り情報統合 にあるとして いる。
空間的注意 では空間位置 を媒介 して注意が働 くのに対 し、位置 に関わ りな く視覚対象 の色や
形 といった特徴 に もとつ いて働 く注意が ある。位置 に対す る注意 と特徴 に対す る注意 は異な る
神経機構 に支 え られ ていて、それぞれ"Where(何 処)"シ ステム と"What(何)"シ ステム と
呼ばれている。 また最近で は、位置や特徴 に依存せず、視覚対象その ものに対 して注意が働 く
とい う考 え方 が注 目されて いる。
統制 された知覚実験 の手法 を用 いれば、注意が知覚処理 にどのよ うな影響 を与 えるのか とい
う点 も浮 き彫 りにす ることがで きる。 これ まで に、順応時の選択 的注意 によって残効 に変調が
生 じた り、手がか り刺激や文脈刺激への注意 によって コン トラス ト感度が変化 した りす ること
な どが報告 されて いる。
次 に注意 に関 して著者が行 った二つの実験 を報告す る。 注意 の研究で は注意 を向けた とき の
反応促進 を議論す る ことが多 いが、実験1で は注意を逸 らした ときの知覚処理 につ いて検 討 し
た。 周辺視野へ の注意 の移動 にともな う中心視の検 出成績の変化 を検討す るた め、周辺視の弁
別課題 と同時 に中心視のプ ローブ検 出 を行 う二重課 題の実験 を行 った。その結果、周辺視 野 に
注意 を向けることで視線方向への注意が著 しく損 なわれる ことが 明 らか とな った。
視線知覚 を司る神経機構 は上側頭溝(STS)と 呼ばれ る皮質領域 にあ り、STSは 位置の処理
と特徴 の処理 を統合す る役割がある と考え られている。実験Hで は二つ の視覚機能 を心理 学的
に とらえることので きる実験パ ラダイム を用いて、位 置 と特徴へ の反応 に対す る視線知覚 の影
響 を検討 した。そ の結果、視線の効 果は位置 に対す る注意 には有効 に働 くが、特徴への注意 に
は影響 しな いことが明 らか にされた。 この結果は、視線 を分析す る知覚過程の関与が"Where"
システム と"What"シ ステムで異なる ことを示唆 している。
第2章 注意 による統合 と選択 一注意 に関わ る脳 内機構 一
第2章 では、心理学によって明 らかに された注意 の機能 に対応 させなが ら、注意に関わ る脳
内機構 について考察 した。注意 に関わる神経活動 は、注意 の制御 システムの活動 と注意 の影 響
を受 ける知覚 システムの活動 に大別 されるが、本論 では注意 の影響 を受ける知覚 システムに焦
点 をあて ることにす る。
受容野 に提示 された刺激が注意を向けた位 置に近 いほ ど、神経活動は活発になる。 また、 受
容野 に提示 された刺激 の特徴が注意 を向けた特徴 と一致す ると、神経活動は活発になる。 これ
らの結果は、空間 にもとつ く注意や刺激特徴 に対す る注意 によって神経活 動に変調 が生 じる こ
とを意味する。視 覚対象 における位置 と特徴 は相互 に付随す る視覚属性 ともいえるが、位置 と
特徴 にもとつ く二つのタイプの注意 は個 々の神経細胞 に対 して独立 に作用す る ことが示 されて
いる。 また、対象 にもとつ く注意 によって神経活動 に変調が生 じることも明 らかにされ た。対
象へ の注意は特 に神経心 理学的な証拠 に基づき検討 されて いる。
神経活動の変化 についての定量的な実験 は、注意 の影響が神経活動 にどのよ うに作用す るの
か を明 らか にす ることができる。 そ うした実験 によって、注意は視覚特徴に対する同調 曲線 を
増幅す ることがわかった。 また、単一 ニュー ロンの受容野 に競合する複 数の刺激 があると、注
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意の影 響はよ り強力な もの になった。 この点か ら、注意が シナプスの伝達効率 を調節す るとい
うかたちでニ ュー ロンの出力変調を達成する競合ネ ッ トワー クモデルが提案 されてい る。
第3章 両眼視 における統合 と選択 一両眼立体視 の基礎 的問題 と心理モデル ー
両眼立体 視は両眼情 報の統 合によって成立す る。視 野闘争では両眼問で競 合 した情報 を選 択
す る。両 眼視 の機 能を こうした観点 か ら捉 えなお し、注意 の働 き と比較す る ことは、視覚 系の
情 報処理 を理解 す るにあた って有 効な視点 にな る と思 われ る。第3章 で は両 眼立体視 に関 し
て、続 く第4章 では視 野闘争に関 して先行知見 を概観 した。
ランダム ドッ トステ レオグラム にお ける奥行 き知覚が両眼立体視 の解明 にとって意義深 いの
は、両眼立体視機構が いか にして両眼像 の各点 を対応づ けるのか という問題(対 応問題)を 投
げか けるか らで ある。 こうした問題 を解決す るモデルの一つは、両眼立体視が協調過程で ある
という考 えにもとつ くた め、協調的モデル と呼ばれて いる。両眼立体視モデルの もう一つ のタ
イプは、初期視覚系の線形 システム分析 を基盤 とす るもので、 これは立体視の多重解像度表現
モデルで ある。
近年、対応問題の解決 を目指 したモデルでは説明できない事態が いくつかあげ られてい る。
例えば、奥行き面が背景 を遮蔽する とき には、奥行 き面の左右の境界 に両眼間の対応がない領
域 が生 じる。 この両眼非対応領域 が両 眼立体視 に影響す る ことが示され ている。 また、輝度変
化 に もとつ く両眼対応 点が存在 しな くて も、 テクスチャ、』フ リッカー、運動方 向な どによって
定 義 され る境界輪郭 の視差か ら奥行 きが知覚 され る(2次 立体視)。 これ らの立体 視 につ いて
は、 これまでのモデ ル とはまった く違 うアプローチ を採 らなければ な らない。
ところで、2次 立体視 は輝度情報 の局所的な対応 を必要 としないので、方位 に対す る選択性
を示 さな い とい うこ とが予想 され る。そ こで、方位 が 直交す るコ ン トラス ト変 調パ ター ンを
使 って この問題 を検 討 した(実 験 皿)。 実験 の結果 、直交方位 の立体 刺激で も奥行 き弁別は可
能だが、両眼間 の空間周波数 の差が増大す るにつれて弁別成績が低下す ることが見出 された。
こうした結果 につ いて、視覚系 の偏心度特性、時間特性、空間周波数特性 の観点か ら考察 した。
第4章 両眼視 にお ける統合 と選択 一視野闘争の特 性 と二つの問題 一
方位が 直交す る刺激 を両眼視す ると、両眼 の網膜 像は互 いに抑 制 しあい(両 眼 問抑制)、 排
他的 に交替 して知覚 され る。 こうした不安定な知覚体験 を視野闘争 と呼ぶ。視野闘争は視覚系
の情報選択が生 じる様子 を直接体験できるユニー クな現象で ある。
視野闘争 の空間的な広が りは、グ ローバルな特性 を示 さず、偏心度や空間周波数やコ ン トラ
ス トに依存する。 これ らの結果 は、視 野闘争には空間的相 互作用 の範囲が限 られ た局所 的な空
間 フィルタが関わっている ことを意 味 している。 これ に対 し、意 味処理 や情動反応、複雑 なパ
ター ンの知覚が視 野闘争 に影響 する とい う知 見は、視野 闘争に高次過程 が関与す る ことを示唆
してい る。 したがって、視 野闘争の神経基盤 は、初期視覚 過程 だけにお さま らず、高次過程 も
関わる複雑なメカニズム に支 え られている といえる。
情 報選択の問題 にお いては、 抑制状態 にある刺激 がいか なる処理 を受 けているのか という点
を解 明する必要があ る。 そ して実験 の結果 は、視野 闘争の抑制が刺激特徴 に非選択的 に生 じ、
抑制のマグニチ ュー ドも一定 である ことを明 らかに した。 こうした非選択 的な性質 は、視野 闘
争の抑制状態 にお いては網膜情報が シャッ トアウ トされて いる ことを想起 させ る(早 期選択)。
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しか しなが ら、最近の神経生理学的研 究は、低次の視覚 皮質 よ りも高次皮質 のほうが、視野闘
争 と神経相関 をもつニ ュー ロンの割合が増 える とい う性質 を見 出 して いる(後 期選択)。 この
結果は低次過程 におけ る網膜情報 の抑制 とい う考 えを否定す るもので ある。
視野闘争 の早期選択 と後期選 択の問題は、視 野闘争が眼球 間の競合なのか、特徴間の競合な
のか、 という問題 と深 く関わってい る。 眼球 間の競合は視野 闘争が単眼情報 の相互抑制 にもと
つ くという考 えで、視野闘争の刺激特徴 に非選 択的な振 る舞 いは、視野闘争 に眼球間抑制が働
いて いることを意味する。 一方、 特徴 間の競合 は、入 力眼が どち らか ということに関わ らず、
特徴 を検 出す る機構 において競合 が生 じる という説 である。最近 のいくつかの証拠は、眼球問
抑制 と特徴間抑制 には独立のメカニズムが関わ り、刺激 の選択性 にお いて異な る時空間特性 を
もつ ことを明 らか にした。
両眼立体 視 と視 野闘争の二つ の両眼視機能 は独立 のメカニズム に支え られているのか、 それ
とも共通の メカニズムの異なる処理 モー ドな のだろうか。両眼立体視はコ ン トラス ト感度 が高
く、一過型の時間特性 を示 し、等輝度 で消失す るので大細胞系 の視覚 システム といわれている。
視野闘争は コン トラス トが低 い と生起せず、発現 まで の潜時が長 いので、大細胞系の働きを示
す とはいえない。 これ らの証拠 を総合す ると、二つ の機i能は独立の メカニズムに支 え られ てい
ることが示される。
第5章 両眼情報 の選択 におよぼ す選択 的注意の影響
注意 による調節 は視野闘争 にも働 くのだ ろうか。 これは両眼情報の選 択 と注意 の選択 の相互
作用 に焦点 をあて る という意味で興味深 い問 いか けである。最近、損失利得 分析 を用 いた実験
で、 空間的注意が視 野闘争 に影響す る ことが報告 された。中心手がか り刺激に指示 された刺激
に注意 を向ける と、視野 闘争 による抑制が減少す るという結果である。 第5章 では、 この研究
を もとに行 った実験で見 出された現象 につ いて議論 した(実 験IV)。
二 つの方位 をもつテ クス チ ャ刺激 を単眼 に提示 して、一方 の方位 に注意 を向けて いる とき
に、 これに重 なるテ クスチ ャを反対眼 に瞬間提示す ると、注意 を向けていた刺激要 素が消失す
る。 この現象 の特徴的な点は、注意 を向 けた方位 に選択的 に両眼問抑制が生 じ、注意 を向けな
か った方位 は抑制 されず に優位状態 を保 った ということである。 しかも、 この両眼間抑制 は刺
激 の位置で はな く刺激特徴 にもとつ いて生 じる。 これ らの点は、注意 に関す る従来 の知見 とは
相容れ ない特性で ある。そ こで、次 の4側 面か ら考察 を加 えた。
位置 と特徴:空 間的注意が処理の促進 を導 くのに対 し、本実験 にお ける特徴 にもとつ く注
意は位置情報 に関わ らず処理 を抑制 した。そ こで、注意 による抑 制効果 を視覚的注意 にお ける
位置処理 と特徴処理 の観点か ら考察 した。
時間特性:注 意 による促進(先 行研 究)と 抑制(本 実 験)は 、短期 的促進 と長期 的抑制 と
いう注意 の二相性の時間特性を反映 して いる可能性 がある。 長期 的抑制 は多義 図形 の知覚 にお
いて も確認 されて いる。そ こで、多義図形 における相互抑 制の活性化 の理論 を注意 による抑制
にあて はめて考察 した。
群化 と分凝=注 意は メタ コン トラス トによ る抑制効果 を減少させ る とい う報告が ある。本
実験の注意 による両眼問抑制 と対照的な結果 である。 前者 では、 マスクされ る目標刺激 と近傍
刺激 を"群 化"す るよ うに注意 が働いたのに対 し、 本実験 では一方 の方位 のテ クスチ ャ領域 を
"分 凝"す るよ うに注意が働いた といえるか もしれない
。
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脳 内機構:注 意の影響がみ られる皮質領域 と視 野闘争が関わる皮質領 域が共通 している と
いう指摘が ある。高次過程 になるほ ど視野闘争 と相関 して活 動するニ ュー ロンの割合 が多 くな
り、注意の影響 を受け るニ ュー ロン も高次過程 になるほ どそ の割合 は多 くなる。 したが って、
視野闘争 に注意の影響がみ られた ことか ら、本実験 の視野闘争 にはV4/ITの よ うな高次過程が
関わ って いると考え られ る。
第6章 総合考察
最後 に、視覚情報 処理における統合 と選択 につ いて総合的 な考察 を行 い、 また視覚的 アウェ
アネスに関する新 たな問題を提起 した。
視覚的注意 においては、空間、 特徴、物体 を媒介 とした情報選択が行われ ることが明 らか に
され た。 高次過程 にのぼ るほ ど受容野が大 き くな り、 よ り高度な情報 に選択性 をもつ ことをふ
まえる と、初期視覚 過程 には空 間的注意、 中次過程 には特徴 にも とつ く注意、高次過程 には物
体 に もとつ く注意 がそれぞれ深 く関わ る とおお まか に捉 えるこ とがで きる。一方、注意 には情
報統 合の機 能がある ことも指摘 され た。情報統合 を広義 に捉 えるな らば、三つ の属性(空 間、
特徴、物体)の 結び つけも情報統合 といえるだ ろう。注意 による高次過程か らの フィー ドバ ッ
クを通 して属性 問の統 合を行 い、視覚対象 にお ける位置 と特徴 を定義づ けるという働きが示唆
され る。
両眼立体視 における情報統合 の機能 につ いて は、対応問題 の解決 を探 る全体的立体視の研 究
と線形 システム分析 を基盤 とす る局所的立体視 の研 究が体系的 に行われて きた。1次 立体視 と
2次 立体視 が対照的 な特性 をもつ ことが示 され、二つの立体視 システム における情報 統合の機
能 には相補 的な関係 がある ことが 明 らか とな った。視野闘争では注意 に関する議論 と同 じよ う
に、初期選択 と後期選択 の問題 と、特徴問抑制 と眼球間抑制 の問題が議論 された。 これ までの
知見 を総合す る と、 眼球 問抑制は入力眼情報が単眼性ニ ュー ロンに表現 される初期視 覚過程 で
生 じ、特徴 間抑制 には刺激 の大域的な特徴 を処理す る中次あ るいは高次過程が関与す る と考 え
られ る。視野 闘争 にお よぼす注意 の影響 に関 しては、特徴へ向けた注意は特徴間抑制に関わる
中次 あるいは高次過程 に働 き、空間的注意は眼球間抑制 に関わ る初期 過程 に働いた とい う説明
が可能で ある。
本研究で展 開 した実験 の中では、情報選択が もた らす抑制 によって視 覚的アウ ェアネスが失
われ る状況 が見 出され たqそ うした結果やい くつかの先行知見は、視覚 的アウ ェアネスに到達
す る前 の段階 まで は、抑制 された情報 も含めあ らゆ る情報が処理 され ている ことを示唆 してい
る。 したが って、視覚的 アウェアネス に結びつかない情報 処理の存在意 義 と情報処理過程 にお
ける位置づ けを明確 に し、視覚的 アウェアネス に結びつ く処理過程 との相互作用 を検 討す る こ
とが、意識 の解 明に近づ く手がか りにな るのか もしれない。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、視覚的注意 と両眼視機構 にみ られる情 報統 合 と情報選択 について理論的考察 と実
験的検討 を加 えた もので ある。
第1章 では視覚的注意 に関す る心理学的研 究 に焦点をあて、損失利得 分析法 と視覚探索課題
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によ る実験パ ラダイム を中心 として、 注意 が知覚処理 に どのよ うな影響 をあた えるのか検討が
な された。それ らの研 究では、 空間位 置に注意 を向けた ときの反応促進が議論 され ることが多
いが、実験1で は注意 を逸 らした ときの知覚処理 が検討 され た。周辺視野へ の注意 の移動 にと
もな う中心視の検 出成績の変化 を検 討するため、 周辺視 の弁別課題 と同時 に中心視 のプ ローブ
検出 を行 う二重課 題の実験 を行 った。 その結果、周辺視野 に注意 を向けることで視線方 向にお
ける知覚処理が著 しく損なわれ る ことが明 らか となった。一方、空間位置 に関わ りな く視覚対
象の色や形 といった特徴 に もとついて働 く注意 の存在が知 られて いる。位置 に対す る注意 と特
徴 に対す る注意 は異なる神経機構 に支 え られお り、それぞれ"Where(何 処)"シ ステム と"What
(何)"シ ステム と呼ば れて いる。 また最 近では、位 置や特徴 に依 存せず、視覚対 象その もの
に対 して注意が働 くとい う考 え方 も注 目され ている。実験Hで は これ ら二つ の視覚機能 を対比
的 にとらえる ことのできる実験パ ラダイムを用 いて、位置 と特徴へ の反応 に対す る視線知覚の
影響 を検 討 した。 その結果、視線 の効果 は位置 に対す る注意 には有効 に働 くが、特徴への注意
には影 響 しない ことが明 らかにされ た。
第2章 では、注意 に関わる脳 内機構 が考察 され た。受容野 に提示 された刺激が注意 を向 けた
位置に近いほ ど、神 経活 動は活発 になる ことが知 られて いる。 また、受容野 に提示 された刺激
の特徴 が注意 を向けた特徴 と一致す る と、神経活動 は活発 になる ことも報告 されて いる。 これ
らの結果は、 空間位 置に もとつ く注意や特徴 に対す る注意 によって神経活動 に変調が生 じるこ
とを意 味する。 しか も位置 と特徴 に もとつ く二 つのタイプ の注意 は個 々の神経細胞 に対 して独
立 に作 用する ことも報告 されて いる。 さ らに、対象 にもとつ く注意 によ って神経活動 に変調が
生 じる ことを明 らかに した神経科学 的知見 も概観 され た。
第3章 では、両 眼情報 の統合 として両 眼立体視 を捕 らえ、実験的考察が加 え られた。実験 皿
では、 輝度変化 に基 づ く1次 立体視 と、 コン トラス ト変調な どによって定義 され る境界輪郭 に
基づ く2次 立体視 を比較 してみ る と、対 照的な特性 をもつ ことが見 出された。空間次元 にお い
ては、注視点 に近 いほ ど1次 立体視 の関与が深 ま り、注視点か ら離れ るほど2次 立体視が関与
す る ことがわかった。 空間周波数次元 にお いて は、1次 立体視が個 々の空間周波数チ ャンネル
の出力か ら視差 が検 出され るのに対 し、2次 立体視 は広帯域 の空間周波数チ ャンネルが媒介す
る可能性が示され たr2次 立体視 は立 ち上が りが遅 く持続的 な刺激提示で も成立す ることが報
告 されていたが、今 回の直交刺激 の場合 では一過型 の時間特性 を示 した。 したが って、競合刺
激 に対 する両眼視機構 の反応 は、 一過型 のコン トラス ト情報 の統合(立 体視)と 、持続型の輝
度情報 の選択(視 野 闘争)が 視野 闘争の潜時 を境 に して入れ替わ る二相性 の時間特性 をもつ こ
とが示唆 された。
第4章 では、両 眼間で競合 した情報 の選択 として視野闘争 を捕 らえ、理論的な考察が展開 さ
れた。 視野闘争の空間的な広 が りは、 グ ローバル な特性 を示 さず、偏心度や空間周波数や コン
トラス トに依 存す る。 これ らの結果 は、視野 闘争には空間的相互作用 の範 囲が限 られた局所的
な空間 フィルタが関わっている ことを意 味 している。 これ に対 し、意味処理や情動反応、複雑
なパター ンの知覚 が視野闘争に影 響す る とい う知見 は、視野 闘争 に高次過程が関与す ることを
示唆 して いる。 したがって、視 野闘争の神経基盤 は、初期視覚過程だ けにお さま らず、高次過
程 も関わ る複雑なメカニズムに支 え られている といえる。 また、視野闘争 の抑制が刺激特徴 に
非選択的 に生 じ、 抑制のマグニチュー ドも一定 である ことが報告 されて いる。 こう した非選択
的な性質は、視 野闘争の抑制状態 においては網膜情報 がシャ ッ トアウ トされて いることを想起
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させ る(早 期 選択)。 しか しなが ら、 最近の神経生理 学的研究 は、低 次 の視覚皮質 よ りも高次
皮質 のほうが、視野闘争 と神経相関 をもつニ ュー ロンの割合が増 える という性質 を見 出 してい
る(後 期選 択)。 視 野闘争 の早期選 択 と後期選択 の問題 は、視 野闘争が 眼球 間の競合な のか、
特徴間 の競合なのか、 という問題 と深 く関わって いる。最近 のい くつか の証拠か ら、眼球 間抑
制 と特徴間抑制 には独立 のメカニズムが関与 し、刺激 の選択性 にお いて異 なる時空 間特性 を も
つ ことを明 らか されて いる。
第5章 では、両眼情報 の選択 と注意の相互作用 に注 目す るアプローチ によ り新 たに見 出され
た現象 につ いて、実験 的検 討 を行 った(実 験IV)。 そ の現象 とは、注 意 を向 けた視覚 特徴が両
眼間抑制 を受けて消失す るの に対 し,無 視 した特徴は抑制 を受 けず に見 え続 けるという,注 意
の一般 的 な働 きか らす ると逆 説的 ともい えるユニー クな特性 を備 えた もので ある。実験 の結
果、特徴 にもとつ く注意 の抑制効果は空間位躍 とは独立 に働 くこと、比較的長 い時間 にわた る
注意集 中によ りも効果が もた らされる可能性 があ ること、注意 による群化 よ りは分凝の働 きに
よ り関連性が強 いこと、V4/ITの よ うな高次脳内過程が関与 して いる可能性が高 いことなどが
わかった。
最後 に第6章 では、視覚 的注意 によ る両 眼情報 の統合 と選択 につ いて 総合的 な考察 を行 っ
た。視覚的注意 にお いては、空間、特徴、物体 を媒介 とした情報選択が、それぞれ異な った特
性や脳内機構 に基づ いて行 われる ことが明 らか にされた。 そ して、初期視覚過程 には空間的注
意、中次過程 には特徴 にもとつ く注意、高次過程 には物体 にもとつ く注意がそれぞれ深 く関わ
る とおお まか に捉 え られる ことが示 された。 特 に両眼視 にお いては、空間的注意は眼球間抑制
に関わ る比較的低次の過程で働 き、一方、特 徴へ向けた注意は 中次あ るいは高次過程で位置情
報 に依存せず に働 くことな どを想定する と、 注意が両眼情報処理 に促進的影響 をおよぼす こと
を示 した従 来の知見 と、本論文 で見出され た注意の抑制的効果が矛盾な く説明できる ことが明
らかに された。
以 上のよ うに本論文は、視覚 的注意 と両眼情報処理 の基 盤的関連性 につ いて新 しい有益な知
見 を もた らした ものである といえる。 よって、本論 文の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与
される に十分な資格 を有する もの と認め られる。
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